
平成28年₅月₁日 第134号（3） かりや市議会だより

◆市内の空家状況を把握するとともに利活用を含
めた対応策を検討。
◆刈谷城復元整備の実施設計、歴史博物館の整備
に向けた検討などを実施。
◆民間活力を活用した保育所、集合住宅などを備
えた複合施設を整備（銀座AB地区）。

◆農業従事者、企業、行政などが連携して、地域
農産物のブランド化などを推進。
◆高校生コマ大戦を開催し、全国から参加する高
校生にものづくりのまち刈谷をアピール。
◆市内企業の経営基盤の強化及び人材育成を図り、
中小企業の活性化を促進。

◆老朽化した校舎の大規模改修を行い、児童生徒
の教育環境を改善（日高・小垣江小学校、刈谷
東・富士松・依佐美中学校）。

◆第一学校給食センターを小垣江東小学校内に建
て替え、平成30年４月に併設される特別支援学
校の給食に対応できる体制を整備。

一般会計の内訳  （　）内は対前年度比

福祉・子育て支援に
191億400万円
33.9%（1.8％↑）

住民税など
350億300万円
62.1%（0.6％↓）

国・県からの支出金など
130億3,500万円
23.1%（8.1％↑）

分担金、負担金など
51億9,200万円
9.2%（4.9％↑）

給食費などの諸収入
21億5,000万円
3.8%（8.5％↓）

市債（借金）
9億5,000万円
1.7%（27.3％↑）

教育・生涯学習に
113億4,400万円
20.1%（18.5％↑）

道路建設・都市計画などに
93億4,000万円
16.6%（6.1％↓）

保険・衛生に
56億3,200万円
10.0%（4.4％↑）

農業・商工業などに
21億7,000万円
3.9%（8.1％↓）

消防・防災などに
16億6,600万円
3.0%（6.9％↓）

借金の返済に
16億1,700万円
2.9%（9.2％↓） 議会運営に

4億600万円
0.7%（8.2％↓）

住民登録・交通安全などに
50億5,100万円
9.0%（4.4％↓）

歳　入
563億3,000万円

歳　出
563億3,000万円

会計名 本年度 前年度比較 伸び率

予算総額 888億3,100万円 8億9,500万円 1.0％

一般会計 563億3,000万円 10億円 1.8％

特別会計 284億円 3,700万円 0.1％

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業 3億8,800万円 7,000万円 22.0％

刈谷野田北部
土地区画整理事業 1億2,200万円 ▲2,200万円 ▲15.4％

下水道事業 51億8,100万円 ▲6億8,900万円 ▲11.7％

国民健康保険 137億5,200万円 1億6,200万円 1.2％

後期高齢者医療 16億1,600万円 1億2,400万円 8.3％

介護保険 73億4,100万円 3億9,200万円 5.6％

企業会計 41億100万円 ▲1億4,100万円 ▲3.3％

水道事業 41億100万円 ▲1億4,100万円 ▲3.3％

※百万円単位で四捨五入しています

28年度予算の総額

平成28年度予算に見る主要事業

銀座ＡＢ地区の整備を推進（外観イメージ）

オレオレ詐欺などの被害防止に一役
（自動通話録音機の購入を支援） 地域を守るパトロール隊の活動を支援

企業人材パワーアップセミナーの様子 小垣江東小学校内に併設
（第一学校給食センター）

都市環境分野・・・
都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

教育文化分野・・・
生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

◆刈谷の特産品等をふるさと納税者への返礼品に
設定し、本市の魅力を市内外へ発信。
◆個人番号カードを利用し、コンビニで住民票な
どの証明書（住民票、戸籍謄抄本、戸籍の附
票、印鑑登録証明書）が取得できる環境を整備。

計画推進分野・・・
市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

福祉安全分野・・・
支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり
◆住宅用消火設備の設置費用を助成し、寝たきり
の高齢者及び重度障害者の安全を確保。
◆若い世代からの健康意識の向上や健康づくりを
応援するかりや健康マイレージ事業を実施。
◆振り込め詐欺などの被害から高齢者を守るた
め、「自動通話録音機」の購入を支援。

◆民間事業者が行う認可保育所の建設や認可保育
所への移行を予定している認可外保育所への支
援を実施し待機児童の解消を図る。

◆防犯灯及び防犯カメラを設置するとともに地域
における防犯活動を支援し、まちの安全性を高
める。

産業振興分野・・・
人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全対
策特別交付金
〈分担金、負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金
〈農業・商工業などの内訳〉農林水産業費、労働費、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費
（注）金額は百万円単位、割合は小数点以下第一位で四捨五入しているので、総額や割合と一致していない場
合があります。

集合住宅

商業施設

保育所

高齢者向け
デイサービス

コンビニで各種証明書の取得が可能に

平成29年2月からコンビニ交付開始！！ 販売を市が実施するのは
県内初の取り組み！！

（2）平成28年₅月₁日第134号 かりや市議会だより

感知器

本体

消火剤
放出口

消火設備設置のイメージ

　
質
問
・
質
疑
終
了
後
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
経
て
各
分
科
会
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
に
開
催
さ
れ
た
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
の
審

査
の
経
過
と
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一

般
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
の
各
特
別
会
計
の
計
３
議
案
に

反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
23
日
の
本
会
議
で
は
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
刈
谷
城
築
城
は
「
拙

速
な
事
業
で
あ
る
た
め
白
紙
撤
回
を

求
め
る
」
と
の
反
対
討
論
、「
市
民

か
ら
の
要
望
を
受
け
た
事
業
、
歴
史

と
文
化
は
定
住
・
交
流
人
口
を
増
や

す
地
方
創
生
に
求
め
ら
れ
る
事
業
、

28
年
度
予
算
は
教
育
費
・
民
生
費
な

ど
が
前
年
よ
り
伸
び
、
子
ど
も
・
子

育
て
・
社
会
的
弱
者
な
ど
に
配
慮
が

行
き
届
い
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
予
算

で
あ
る
」
と
の
賛
成
討
論
の
後
、
採

決
し
た
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
分
科
会
で
の
主
な
質
疑
】

■
企
画
総
務

ふ
る
さ
と
納
税
者
へ
の
返
礼
品

〔
問
〕
返
礼
品
を
設
定
す
る
目
的
は
。

〔
答
〕
刈
谷
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
刈
谷
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
。

〔
問
〕
ど
の
よ
う
な
も
の
を
予
定
し

て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け

な
い
自
己
負
担
分
２
，
０
０
０
円

程
度
の
も
の
で
、
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
、
夢
と
学
び
の
科
学

体
験
館
、
交
通
児
童
遊
園
な
ど
の

施
設
利
用
券
や
、
か
つ
な
り
く
ん

グ
ッ
ズ
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
被
害
対
策

〔
問
〕
特
殊
詐
欺
被
害
の
状
況
は
。

〔
答
〕
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
状
況

は
、
平
成
27
年
は
９
件
で
被
害
額

が
約
４
，
３
０
０
万
円
。
な
お
、

９
件
中
８
件
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
で

あ
る
。

〔
問
〕
電
話
の
自
動
録
音
機
な
ど
が

各
社
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
中
で
、

今
回
の
自
動
通
話
録
音
機
を
選
定

し
た
理
由
は
。

〔
答
〕
高
齢
の
方
を
対
象
と
し
た
事

業
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
利
用
形

態
を
変
え
る
必
要
の
な
い
、
既
設

の
電
話
機
に
接
続
す
る
タ
イ
プ
の

も
の
を
考
え
て
い
る
。

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

〔
問
〕
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
開
始
が
早

ま
り
、
平
成
29
年
２
月
か
ら
と
な
っ

た
理
由
は
。

〔
答
〕
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま

り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
活
用
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
シ
ス
テ
ム
上
の
調
整
も
可
能

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
早
期
に

導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

〔
問
〕
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
件

数
と
交
付
枚
数
は
。

〔
答
〕
２
月
末
現
在
の
申
請
件
数
は

９
，
３
４
８
件
で
、
交
付
枚
数
は

１
，
３
４
９
枚
で
あ
る
。

〔
問
〕
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
か
。

〔
答
〕
一
般
の
ネ
ッ
ト
環
境
か
ら
遮

断
さ
れ
た
専
用
回
線
を
使
用
し
、

通
信
内
容
を
全
て
暗
号
化
す
る
な

ど
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
が

と
ら
れ
て
い
る
。

〔
問
〕
コ
ン
ビ
ニ
で
の
発
行
手
数
料

は
。

〔
答
〕
市
役
所
で
の
窓
口
交
付
と
同

額
と
し
た
い
。

避
難
所
看
板
の
更
新

〔
問
〕
更
新
の
目
的
は
。

〔
答
〕
避
難
施
設
ご
と
に
対
応
可
能

な
災
害
種
別
を
表
示
す
る
と
と
も

に
、
外
国
の
方
に
も
理
解
し
や
す

い
看
板
に
順
次
更
新
す
る
も
の
で

あ
る
。

り
、
認
可
外
保
育
所
の
補
助
金
の

対
象
と
な
る
利
用
者
が
平
成
26
年

度
に
比
べ
約
２
倍
と
な
っ
た
。
平

成
28
年
度
予
算
は
、
そ
の
実
績
も

考
慮
し
て
予
算
編
成
を
し
た
た
め
、

予
算
額
が
増
加
し
て
い
る
。

■
建
設
水
道

水
道
検
査
業
務
委
託

〔
問
〕
水
道
法
に
よ
る
と
、
水
質
検

査
の
結
果
や
水
道
水
の
安
全
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
あ
る
が
取
り
組
み
は
。

〔
答
〕
水
質
検
査
計
画
と
水
質
検
査

の
結
果
は
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

水
の
館
ア
ク
ア
ル
ー
ム
か
り
や
で

は
、
見
学
を
通
し
て
、
水
質
や
衛

生
に
関
す
る
管
理
工
程
を
見
て
い

た
だ
き
、
水
道
水
が
安
全
で
あ
る

こ
と
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

計
画
し
て
お
り
、
現
況
測
量
や
実

施
設
計
な
ど
を
行
う
予
定
で
、
土

地
の
所
有
者
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

■
文
教

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

〔
問
〕
市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
は
。

〔
答
〕
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
や
、

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
観
戦
機
会
の
提

供
な
ど
が
あ
る
。
選
手
の
イ
ベ
ン

ト
等
の
参
加
は
チ
ー
ム
と
の
連
絡

会
議
の
中
で
よ
り
一
層
の
協
力
を

要
請
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
事
業

〔
問
〕
経
費
の
具
体
的
な
内
容
は
。

〔
答
〕
各
小
学
校
に
１
台
導
入
し
活

用
し
て
い
る
電
子
黒
板
の
保
守
管

理
委
託
料
と
リ
ー
ス
料
で
あ
る
。

〔
問
〕
事
業
の
効
果
は
。

〔
答
〕
教
員
と
児
童
と
の
学
習
内
容

の
共
有
が
行
わ
れ
、
児
童
の
学
習

意
欲
、
思
考
力
、
判
断
力
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
板
書
時
間
な
ど
時
間
の
削
減

と
い
う
教
員
の
負
担
軽
減
と
い
っ

た
効
果
も
期
待
で
き
る
一
方
、
使

い
方
の
習
得
な
ど
授
業
に
臨
む
た

め
の
準
備
に
当
た
っ
て
は
、
負
担

が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
問
〕
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
導
入
時
期

は
。

〔
答
〕
教
員
と
児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
で
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
し
な
が
ら
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

■
福
祉
経
済

障
害
者
・
高
齢
者
住
宅
用
消
火
設
備

設
置
費
助
成

〔
問
〕
火
災
時
の
消
火
設
備
の
使
用

方
法
と
、
訓
練
方
法
は
。

〔
答
〕
助
成
す
る
住
宅
用
消
火
設
備

は
、
電
池
式
で
、
温
度
の
変
化
で

火
災
を
自
動
感
知
す
る
。
警
報
音

を
鳴
ら
し
た
後
、
自
動
で
薬
剤
を

放
射
し
消
火
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
訓
練
の
必
要
は
な
い
。

（
仮
称
）
刈
谷
ス
テ
ッ
プ
保
育
園

〔
問
〕
北
部
地
域
に
休
日
保
育
を
実

施
し
て
い
る
園
が
な
い
状
況
の
中
、

新
設
園
が
北
部
方
面
に
設
置
さ
れ

る
。
休
日
保
育
の
拠
点
園
と
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

〔
答
〕
休
日
保
育
を
実
施
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

法
人
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

不
妊
治
療
費
助
成

〔
問
〕
現
在
ま
で
の
実
績
と
不
妊
治

療
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
妊
娠

に
至
っ
た
人
の
人
数
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

〔
答
〕
申
請
者
数
は
、
平
成
26
年
度

は
３
３
５
人
で
、
妊
娠
に
至
っ
た

人
の
人
数
は
、
77
人
と
な
っ
て
い

る
。

認
可
外
保
育
所
利
用
補
助

〔
問
〕
平
成
27
年
度
に
さ
く
ら
保
育

園
を
整
備
し
、
75
名
の
定
員
増
が

図
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
予
算
が

増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

〔
答
〕
今
年
度
か
ら
保
育
園
へ
の
入

園
条
件
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
も
あ

公
園
等
整
備
事
業

〔
問
〕
犬
ケ
坪
公
園
と
高
須
広
場
の

整
備
工
事
費
、（
仮
称
）
井
ケ
谷

公
園
の
実
施
設
計
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
事
業
の
内
容
は
。

〔
答
〕
犬
ケ
坪
公
園
は
、
約
２
，
２

０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
園

路
、
広
場
、
ブ
ラ
ン
コ
等
の
遊
具
、

東
屋
、
ト
イ
レ
な
ど
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。
高
須
広
場
は
、
約

６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
、

広
場
や
ブ
ラ
ン
コ
の
遊
具
等
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。（
仮
称
）

井
ケ
谷
公
園
は
、
約
２
，
６
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
整
備
を

　
質
問
・
質
疑
で
は
、

市
長
に
そ
の
方
針
を

問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
の
質
問

質
疑
に
つ
い
て
は
、

６
～
８
ペ
ー
ジ
の

「
質
問
質
疑
」
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

本
会
議
で
の
質
疑

分
科
会
・
委
員
会
で
の
審
査

遊具利用券の設定も

水質や衛生に関する
管理工程も見学できる

（西境町：浄水管理事務所内）

更新後のイメージ

小学校で導入、活用
されている電子黒板

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
本
会
議
で
の
質
問
・
質
疑

に
続
き
、
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
審
査
特
別
委
員

会
を
経
て
、
各
分
科
会
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
部
の
予
算
に
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市民の安心安全が施策の中心
総額888億3千100万円を可決
ー予算審査特別委員会のあらましー

県内初の取り組み


